
一条大路

土御門大路

近衛大路

中御門大路

大炊御門大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

正親町小路

鷹司小路

勘解由小路

春日小路

冷泉小路

押小路

三条坊門小路

四条坊門小路

五条坊門小路

六条坊門小路

姉小路

錦小路

綾小路

高辻小路

樋口小路

楊梅小路

七条大路

八条大路

八条坊門小路

塩小路

梅小路

七条坊門小路

左女牛小路

北小路

六角小路

東
京
極
大
路

西
京
極
大
路

皇
嘉
門
大
路

西
大
宮
大
路

大
宮
大
路

壬
生
大
路

朱
雀
大
路

富
小
路

油
小
路

堀
川
小
路

道
祖
大
路

木
辻
大
路

猪
隈
小
路

櫛
笥
小
路

西
櫛
笥
小
路

西
靭
負
小
路

西
堀
川
小
路

野
寺
小
路

宇
多
小
路

馬
代
小
路

菖
蒲
小
路

山
小
路

無
差
小
路

恵
止
利
小
路

坊
城
小
路

西
坊
城
小
路

万
里
小
路

高
倉
小
路

烏
丸
小
路

室
町
小
路

町
尻
小
路

東
洞
院
大
路

西
洞
院
大
路

九条大路

九条坊門小路

針小路

信濃小路

平安宮

右京 左京
平安京

調査地

四坊 三坊 二坊 一坊 一坊 二坊 三坊 四坊

北辺

一条

二条

三条

四条

五条

六条

七条

八条

九条

皇
嘉
門
大
路

朱
雀
大
路

西
櫛
笥
小
路

西
坊
城
小
路

六条大路

七条坊門小路

左女牛小路

北小路

西
大
宮
大
路

六条一坊四町六条一坊十二町 六条一坊五町 六条一坊四町

七条一坊一町

七条一坊二町

七条一坊三町

七条一坊四町

七条一坊九町 七条一坊八町 七条一坊一町

七条一坊十町 七条一坊七町 七条一坊二町

七条一坊十一町

七条一坊十二町

六条一坊十三町

七条一坊十六町

七条一坊十五町

七条一坊十四町

七条一坊十三町

七条一坊六町

七条一坊五町

七条一坊三町

七条一坊四町

六条二坊四町

七条二坊一町

七条二坊二町

七条二坊三町

七条二坊四町

調査地

200ｍ０

図２　平安京条坊図

図３　熨斗棟と甍棟

図１　調査位置図（１：5,000）

※文化庁文化財部記念物課監修「発掘調査の
　手引き」 同成社　2013年　より

平安京右京七条一坊七町跡発掘調査現地公開資料

2016年４月17日

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所 在 地：京都市下京区朱雀分木町60番地ほか

調査期間：2016年２月１日～４月28日（予定）

　
　　はじめに

　調査区の西半が平安宮南面の皇嘉門に通じる皇嘉門大路に該当し、東半は平安京右京七

条一坊七町の宅地となります。調査は南北に分けて行い、北半の１区は調査を終了し、現

在は南半の２区の調査を継続中です。

　
　見つかった遺構

　溝65　調査区西半、推定皇嘉門大路東築地心の西側で見つかった南北方向の溝です。幅

約4.0ｍ、深さは約0.7ｍあり、皇嘉門大路の東側溝と考えられます。溝の東肩部からは多

量の瓦が出土しました。また、溝の底からは銭貨や馬の骨が出土しました。溝の西肩部で

見つかった土坑68にはほぼ完形の須恵器の小壷が納められていました（写真２)。地鎮を

行った可能性があります。

　溝58　調査区東半、推定皇嘉門大路東築地心の東側で見つかった南北方向の溝です。幅

約9.0ｍ、深さは約0.4ｍあり、皇嘉門大路の宅地側の内溝と考えられます。溝の西肩部か

らは多量の瓦が出土しました。

　流路40　調査区東側で見つかった北東から南西方向に流れる流路です。幅約8.0ｍ、深

さは約0.6ｍあります。弥生時代の土器が出土しました。

　
　今回の調査成果

　皇嘉門大路東側溝と考えられる溝65と内溝と考えられる溝58から多量の瓦が出土し、こ

の間に瓦葺きの築地塀が存在したと考えられます。出土した瓦の中には、軒先を飾る軒瓦

が１点もなく、半分に割られているものが多いことから、いわゆる熨斗棟（図３参照）を

乗せた築地塀であったと推測されます。また、溝65と溝58の両方で地震痕跡（写真３)が

見つかり、この築地塀は地震で倒壊した可能性があります。溝から出土した土器の年代か

ら９世紀半ば以降の地震痕跡と考えられます。文献史料には９世紀後半から10世紀にかけ

て大きな地震が複数回あったとの記録があり、そのどれに該当するのかは今後の検討課題

ですが、皇嘉門大路に瓦葺きの築地が存在したことと平安時代前期の地震痕跡を確認でき

たことは大きな成果と考えています。
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図４　調査区平面図（１：200）

写真１　２区全景（北東から）

写真２　土坑68土器出土状況（西から）

図５　皇嘉門大路断面模式図（１：200）

写真３　溝65地震痕跡検出状況（北から）


